
一
九
九
六
年
三
月
、

青
い
海
に
青
い
空
、
鮮
や
か
な
花
々
と
、
私
た
ち
は
十
月
の
沖
縄
の
美
し
さ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
第
九
回
琉

球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
、
中
国
第

一
歴
史
椙
案
館
郡
愛
蓮
館
長
に
代
わ
り
、
ま
た
私
た
ち
訪
問

団

一
行
六
名
お
よ
び
中
国
第

一
歴
史
椙
案
館
の
全
職
員
を
代
表
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
滞
り
な
く
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、
謹

ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
出
席
の
皆
様
に
心
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
い
た
し
ま
す
。

一
九
九
一
年
三
月
十
八
日
、
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
と
日
本
沖
縄
県
教
育
委
員
会
が
相
互
交
流
協
力
の
覚
書
を
交
わ
し
て
以
降
、

一
九
九
八
年
十
二
月、

二
0
0
三
年
十
二
月
と
引
き
続
き
協
議
書
を
締
結
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
日
、
私
た

尊
敬
す
る
専
門
家
、
研
究
者
、
ご
参
加
の
皆
様

腺
敬
す
る
本
間
勝
沖
縄
県
公
文
書
館
館
長

尊
敬
す
る
尚
弘
子
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
理
事
長

尊
敬
す
る
金
武
正
八
郎
教
育
長

中
国
第

一
歴

史

橿

案

館

副

館

長

趙

第
九
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

雄
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ち
が
と
も
に
手
に
手
を
と
っ
て
協
力
し
て
き
た
歳
月
は
十
八
年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
清
代
の
椙
案
史
料
の
出
版
、
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
、
展
示
会
の
開
催
、
研
究
者
の
交
流
等
の
形
で
、
継
続
し
て
中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
を
促
進
さ
せ
、
双
方
の
理
解
と
友
好

を
深
め
、
実
り
あ
る
成
果
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
中
国
第
一
歴
史
樅
案
館
は
『
清
代
中
琉
関
係
構
案
選
編
』
『
続
編
』

『三
編
』
『
四
編
』
『
五
編
』
『
六
編
』
「
七
編
』
及
び

『清
代
琉
球
国
王
表
奏
文
書』

の
八
冊
を
整
理
出
版
し
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
樅

案
は
約
三
0
0
0
件
に
お
よ
び
ま
す
。
ま
た
清
朝
の
朝
代
毎
に
年
次
順
に
編
輯
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
整
理
し
た
清
代
中
琉
歴
史
関
係
椙

案
の
出
版
は
、
す
で
に
順
治
朝
か
ら
乾
隆
朝
ま
で
の
四
朝
十
二
冊
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
橿
案
は
、
中
国
第
一
歴
史
橿
案
館

が
所
蔵
す
る
清
代
の
中
央
国
家
機
関
で
あ
る
内
閣
、
宮
中
、

軍
機
処
、
内
務
府
、
礼
部
、
国
子
監
等
の
全
宗
椙
案
か
ら
出
て
き
た
史
料

で
す
。
そ
の
主
要
な
内
容
は
、
清
朝
政
府
が
使
者
を
派
遣
し
琉
球
国
王
を
冊
封
し
た
こ
と
に
関
す
る
も
の
、
琉
球
国
が
清
朝
政
府
に
派

遣
し
た
進
貢
使
、
接
貢
使
、
お
よ
び
請
封
、
接
封
、
謝
恩
の
使
者
に
関
す
る
も
の
、
琉
球
国
が
官
生
を
国
子
監
に
留
学
さ
せ
た
こ
と
に

関
す
る
も
の
、
官
生
が
受
け
取
る
生
活
用
品
や
琉
球
へ
の
婦
国
に
関
す
る
も
の
、
中
国
の
地
方
官
が
お
こ
な
う
琉
球
の
使
者
の
送
迎
に

関
す
る
も
の
、
中
琉
貿
易
、
文
化
交
流
に
関
す
る
も
の
、
海
上
に
お
け
る
漂
流
遭
難
民
の
中
琉
の
相
互
救
助
お
よ
び
そ
の
護
送
帰
国
に

関
す
る
も
の
、
清
朝
政
府
が
琉
球
船
を
略
奪
し
た
海
賊
を
逮
捕
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
、
清
の
皇
帝
が
琉
球
国
王
、
王
妃
、
使
者
に

賞
賜
す
る
物
品
に
関
す
る
も
の
等
で
す
。
こ
れ
ら
の
構
案
史
料
は
、
清
朝
時
期
の
中
琉
両
国
の
友
好
往
来
を
示
す
真
実
の
記
録
で
あ
り
、

中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
に
と
っ
て
第
一
次
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
橿
案
史
料
は
出
版
の
前
に
、
す
べ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
を
作
成
し
て
、

『歴
代
宝
案
』

の
編
集
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
分
割
し
て
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

中
国
第

一
歴
史
樅
案
館
が
所
蔵
す
る
橿
案
史
料
は
、
沖
縄
県
が
整
理
出
版
し
て
い
る

り
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
の
成
果
で
あ
る
と
言
え
、
ま
た
同
時
に
中
琉
歴
史
関
係
の
さ
ら
な
る
研
究
の
た
め
に
、
系
統
的
で
、
農
富
か

『
歴
代
宝
案
』

と
互
い
に
補
い
あ
う
史
料
で
あ
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す
。

つ
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る
史
料
で
す
。

十
八
年
来
、
私
た
ち
は
協
力
し
て
九
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
等
の
異
な
っ
た
角
度
か
ら
中
琉

の
歴
史
に
つ
い
て
広
く
深
く
掘
り
下
げ
た
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
史
料
の
発
見
と
出
版
、
椙
案
史
料
の
校
訂
と
研
究
、
歴
史
問

題
の
解
釈
と
検
討
は
、
中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
内
容
を
豊
か
に
し
、
研
究
領
域
を
広
げ
、
中
琉
歴
史
関
係
に
関
わ
る
幾
つ
か
の
問
題
を

明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
引
き
続
き
掘
り
下
げ
て
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
は
四
本
の
論
文
を
提
出
し
ま
し
た
。
郭
美
閾
女
史
の
「
清
朝
の
琉
球
国
王
及
び

来
華
使
節
へ
の
賞
賜
制
度
に
つ
い
て
の
初
歩
的
研
究
」
、
王
激
女
史
の
「
清
朝
宮
中
棉
案
に
見
る
清
代
琉
球
人
の
漢
文
学
習
」
、
悦
暁
一

女
史
の
「
清
朝
か
ら
賞
賜
さ
れ
た
紡
織
品
お
よ
び
そ
の
儀
礼
的
表
象
と
文
化
的
意
味
に
つ
い
て
」
、
李
中
勇
氏
の
「
英
国
人
宣
教
師
ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
の
琉
球
に
お
け
る
布
教
活
動
に
つ
い
て
の
中
琉
の
交
渉
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
視
点
か
ら
中
琉
関
係
の
研
究
、
検

討
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
四
名
で
す
が
、
彼
ら
は
私
た
ち
中
国
第
一
歴
史
構
案
館

で
研
究
職
に
従
事
す
る
中
堅
、
若
手
の
館
員
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
に
関
し
て
言
え
ば
、
新
人
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
う
ち
二
人
は
年
齢
が
三
十
歳
に
も
達
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
も
最
も
若
い
研
究
者
と
な

り
ま
す
。
こ
の

二
人
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
は
中
琉
歴
史
関
係
の
研
究
に
新
た
な
活
力
を
注
ぎ
込
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま

長
期
に
わ
た
る
友
好
的
な
協
力
は
、
中
国
第

一
歴
史
椙
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
が
と
も
に
希
望
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
二
0
0
三
年
に
締
結
し
た
協
議
書
に
基
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
最
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
新
た
な

協
力
関
係
の
開
始
を
事
前
に
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
二

0
0
九
年
末
、
双
方
が
締
結
し
た
交
流
に
関
す
る
協
議
書
は
有
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

効
期
限
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
系
統
的
に
椙
案
史
料
を
発
見
す
る
こ
と
、
双
方
の
学
術

交
流
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
促
進
し
、
友
好
を
深
め
て
い
く
こ
と
の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
積
極
的
に
協
力
と
交
流
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
事
業
の
成
功
は
、
こ
れ
か
ら
の
協
力
の
た
め
に
、
し
つ
か
り
と
し
た
基
礎
を
築
き
、
そ
し

て
ま
た
私
た
ち
を
新
た
な
協
力
へ
の
自
信
で
満
た
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
八
年
の
成
功
の
基
礎
の
上
に
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る

こ
と
な
く
友
好
関
係
を
保
持
し
、
引
き
続
き
双
方
が
誠
意
を
も
っ
て
協
力
し
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
に
関
し
て
さ
ら
に
多
く
の
豊
富
な

成
果
を
人
び
と
の
前
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
を
祈
念
し
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

二
0
0
九
年
十
月
十
八
日

（
翻
訳

外
間
み
ど
り
）
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